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本宮市しらさわ秋祭り
みんなで湯豆腐食べ比べ

特集①令和 2年度本宮市表彰式ならびに感謝状贈呈式
特集②令和2年度上半期財政運営状況および市の職員給与と職員数の状況
特集③第 3波襲来注意 !! 新型コロナとインフルエンザの戦い方は同じ !
白沢公民館前のふれあい夢広場をメイン会場に 11月 8日、「2020本宮市しらさわ秋祭り」が開催されました。
今年は新型コロナウイルスの影響から各種イベントが中止を余儀なくされる中、感染症対策をした上で行われ
ました。(関連記事 12ページ )
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自
治
功
労
章

　令和2年度本宮市表彰式ならびに感謝状贈呈式は、11月 3日、しらさわカルチャーセンターで行われました。
多年にわたり市政振興、社会福祉や防災活動などの分野で地域に貢献された皆さん、市の振興発展や令和元年東
日本台風からの復旧・復興などに際し多大なる貢献をされた皆さん53人に表彰状が贈られたほか、台風からの復
旧にご支援をいただいた皆さん71人に感謝状が贈られました。

本宮市表彰式ならびに感謝状贈呈式

特
別
功
労
章

一
般
功
労
章

令和 2年度

保
護
司
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
社
会
奉

仕
の
精
神
を
も
っ
て
更
生
保
護
と
犯
罪
予

防
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

国分 陽一さん
（岩根）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
地
域
福
祉
活
動
を
積
極
的
に
推
進

し
、
社
会
福
祉
な
ら
び
に
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

鈴木 まり子さん
（荒井）

本
宮
市
消
防
団
長
お
よ
び
団
員
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り
、
地

方
自
治
の
確
立
と
火
災
予
防
な
ら
び
に
住

民
の
生
命
財
産
の
保
護
に
全
力
を
傾
注
し
、

消
防
技
術
の
向
上
と
災
害
救
助
活
動
に
尽

力
さ
れ
ま
し
た
。

国分 宏明さん
（本宮）

人
権
擁
護
委
員
な
ら
び
に
本
宮
市
情
報
公
開

等
審
査
会
委
員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
人

権
の
擁
護
お
よ
び
人
権
尊
重
の
思
想
の
普
及

と
情
報
公
開
の
適
正
化
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

清水 マサ子さん
（本宮）

本
宮
市
介
護
保
険
運
営
協
議
会
兼
本
宮
市

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委

員
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
市
の
高
齢
福

祉
行
政
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 渡辺 勝博さん

（本宮）

本
宮
市
健
康
づ
く
り
推
進
員
と
し
て
、
多
年

に
わ
た
り
保
健
衛
生
事
業
の
推
進
と
市
民

の
健
康
の
維
持
増
進
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊藤 和子さん
（仁井田）

岩
根
下
樋
・
梅
原
町
内
会
長
な
ら
び
に
本

宮
市
区
長
会
連
絡
協
議
会
会
長
と
し
て
、

多
年
に
わ
た
り
地
域
の
振
興
発
展
と
市
政

伸
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

山崎 敏雄さん
（岩根）
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特
別
善
行
章

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

芦間 則行さん
（仁井田）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

三瓶 久子さん
（松沢）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

伊藤 豊子さん
（青田）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

遠藤 靖夫さん
（青田）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
多
年
に

わ
た
り
社
会
福
祉
お
よ
び
児
童
福
祉
の
向

上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺 なみ子さん
（本宮）

本
宮
市
消
防
団
訓
練
部
長
お
よ
び
団
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ

り
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 増子 勝久さん

（関下）

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り

地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

根本 輝夫さん
（本宮）

本
宮
市
消
防
団
船
舶
部
長
お
よ
び
団
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ

り
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 吉沢 直哉さん

（本宮）

本
宮
市
消
防
団
庶
務
部
長
お
よ
び
団
員
と

し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ

り
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産

の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 三瓶 隆之さん

（本宮）

本
宮
市
消
防
団
ラ
ッ
パ
隊
長
お
よ
び
団
員

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携

わ
り
地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財

産
の
保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。 遠藤 琢也さん

（仁井田）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
特
に

多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。 株式会社 IHI

代表取締役社長 
井手 博さん
（東京都江東区）

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り

地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

国馬 崇さん
（本宮）

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り

地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺 智広さん
（仁井田）

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り

地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺 康司さん
（荒井）

本
宮
市
消
防
団
分
団
長
お
よ
び
団
員
と
し

て
、
多
年
に
わ
た
り
消
防
行
政
に
携
わ
り

地
方
自
治
の
確
立
と
住
民
の
生
命
財
産
の

保
護
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

渡辺 隆一さん
（稲沢）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
特
に

多
額
の
支
援
物
資
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支

援
活
動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社光大産業
代表取締役 

根本 昌明さん
（本宮）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
特
に

多
額
の
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援

活
動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社芝浦電子
代表取締役社長 
葛西 晃さん

（埼玉県さいたま市）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
特
に

多
額
の
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援

活
動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社ライジングプロ・ホールディングス
代表取締役 
平 哲夫さん
（東京都渋谷区）

平
哲
夫
さ
ん
（
東
京
都
港
区
）

市
の
振
興
発
展
の
た
め
特
に
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
、
市
政
伸
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

市
の
災
害
復
興
な
ら
び
に
市
政
発
展
の
た
め
特

に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
支
援
活
動
と
市

政
伸
展
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

川名建設工業株式会社
代表取締役 

橋谷田 邦男さん
（本宮）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
伴
う
支
援
物
資
な
ら
び
に
防
災
教
育
の

た
め
特
に
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
活
動
と
人
命
の

安
全
確
保
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し

た
。

東和株式会社
代表取締役社長 
佐藤 恵一さん
（本宮）

ア
ル
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

大
内
勉
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
本
宮
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
特
に

多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に

多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

橋
本
佐
久
さ
ん（
千
葉
県
千
葉
市
）

橋
本
文
子
さ
ん（
千
葉
県
千
葉
市
）

市
の
振
興
発
展
の
た
め
特
に
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
、
市
政
伸
展
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。
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善  
行  

章

教
育
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、

教
育
の
振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま

し
た
。

石橋 昭子さん
（高木）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

国分 久義さん
（白岩）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

増子 貞子さん
（高木）

市
の
教
育
振
興
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ

れ
、
本
市
の
教
育
発
展
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

アサヒビール株式会社　福島工場
理事工場長 

鈴木 博久さん
（荒井）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

に
伴
う
支
援
物
資
と
し
て
多
額
の
寄
付
を

さ
れ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予

防
活
動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

マインドグループ
代表取締役

佐藤 卓也さん
（本宮）

市
の
防
災
教
育
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ

れ
、
人
命
の
安
全
確
保
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

東洋物産株式会社
代表取締役社長 
岡崎 正夫さん
（東京都杉並区）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援
活
動

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

東京もとみや会
会長 

福本 賢太郎さん
（千葉県柏市）

高
松
ふ
れ
あ
い
広
場
に
桜
な
ら
び
に
モ
ミ

ジ
の
寄
贈
を
さ
れ
、
市
民
の
憩
い
の
場
形

成
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

高松山観光協会
会長 

大内 一郎さん
（糠沢）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
支
援
物
資
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援
活

動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社シャルレ
代表取締役社長
奥平 和良さん
（兵庫県神戸市）

市
の
幼
児
教
育
振
興
の
た
め
多
額
の
寄
付

を
さ
れ
、
本
市
の
教
育
発
展
に
多
大
な
る

貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

南達建設業組合
組合長 

武藤 盛雄さん
（本宮）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援
活
動

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

日立造船株式会社
取締役社長兼COO 
三野 禎男さん
（大阪府大阪市）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

株式会社アクティオ
代表取締役社長兼COO
小沼 直人さん
（東京都中央区）

株式会社アクティオホールディングス
代表取締役社長 
小沼 光雄さん
（東京都中央区）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

ホンダカーズ福島県央本宮店
会長 

伊藤 公明さん
（本宮）

本宮ライオンズクラブ
会長 

国分 一幸さん
（本宮）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
伴
う
義
援
金

お
よ
び
支
援
物
資
な
ら
び
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
に
伴
う
支
援
物
資

と
し
て
多
額
の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
支
援
活

動
と
感
染
症
予
防
活
動
に
多
大
な
る
貢
献
を

さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ

代
表
取
締
役
会
長
兼
社
長

柳
井
正
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
（
山
口
県
山
口
市
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
支
援
物
資
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援
活

動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

立
正
佼
成
会

会
長

庭
野
日
鑛
さ
ん　

　
　
　
　
　
　
（
東
京
都
杉
並
区
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
義
援
金
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援
活
動

に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

プ
ラ
ス
ト
ロ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

谷
戸
健
二
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
玉
村
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

株
式
会
社
相
原
製
作
所

代
表
取
締
役

渡
辺
孝
男
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
糠
沢
）

市
の
市
政
発
展
の
た
め
多
額
の
寄
付
を
さ

れ
、
本
市
の
市
政
伸
展
に
多
大
な
る
貢
献

を
さ
れ
ま
し
た
。

愛
媛
県
今
治
市
職
員
一
同

　
　
　
　
　
　
（
愛
媛
県
今
治
市
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

受賞された皆さん
誠におめでとうございます

株
式
会
社
イ
ワ
キ

代
表
取
締
役
社
長

神
谷
潔
さ
ん　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
荒
井
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
寄
付
を
さ
れ
、
災
害
復
興
活
動
に
多
大

な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

医療法人 よしだこどもクリニック
理事長

吉田 和夫さん
（高木）

大
正
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
上
原
茂
さ
ん

            

（
東
京
都
豊
島
区
）

令
和
元
年
東
日
本
台
風
災
害
に
際
し
多
額

の
支
援
物
資
を
寄
せ
ら
れ
、
災
害
支
援
活

動
に
多
大
な
る
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
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感　

謝　

状

学
校
法
人 

相
模
女
子
大
学

　

理
事
長 

佐
々
木　

勝
洋
さ
ん（
神
奈
川
県
相
模
原
市
）

国
分 

光
男
さ
ん
（
神
奈
川
県
中
郡
二
宮
町
）

鈴
木 

金
男
さ
ん
（
荒
井
）

本
宮
市
工
業
等
団
地
立
地
企
業
連
絡
会

　

会
長 

鈴
木 

博
久
さ
ん
（
荒
井
）

白
沢
商
工
業
振
興
協
議
会

　

会
長 

佐
藤 

幸
男
さ
ん
（
白
岩
）

ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
福
島
工
場
共
栄
会

　

会
長 

佐
々
木 

嘉
宏
さ
ん
（
荒
井
）

前
田
製
管
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長 

前
田 

直
之
さ
ん（
山
形
県
酒
田
市
）

杉
並
安
全
運
転
管
理
者
部
会

　

部
会
長 

鹿
野 

俊
一
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

Ｆ
Ｒ
Ｐ
工
法
協
会

　

理
事
長 

大
岡 

伸
吉
さ
ん
（
東
京
都
新
宿
区
）

株
式
会
社
福
島
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー

　

代
表
取
締
役
社
長 

小
暮 

憲
一
さ
ん
（
郡
山
市
）

国
分 
せ
い
子
さ
ん
（
白
岩
）

株
式
会
社
ウ
ォ
ー
タ
ー
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー　

　

代
表
取
締
役
社
長 

榊
原 

秀
明
さ
ん（
東
京
都
新
宿
区
）

本
部
生
コ
ン
株
式
会
社　

　
代
表
取
締
役 

崎
山 
正
治
さ
ん（
沖
縄
県
国
頭
郡
本
部
町
）

東
日
本
建
設
業
保
証
株
式
会
社 

福
島
支
店　

　

支
店
長 

鳥
海 

剛
志
さ
ん(
福
島
市)

有
限
会
社
栁
電
工　

　

代
表
取
締
役
会
長 

栁
田 

典
保
さ
ん
（
郡
山
市
）

株
式
会
社
二
瓶
商
店　

　

代
表
取
締
役 

二
瓶 

浩
幸
さ
ん
（
福
島
市
）

大
師
は
り
き
ゅ
う
療
院　

　

谷
岡 

賢
徳
さ
ん
（
大
阪
府
八
尾
市
）

福
島
県
保
育
協
議
会

　

会
長 

国
井 

隆
介
さ
ん
（
福
島
市
）

全
日
本
教
職
員
組
合 

　
中
央
執
行
委
員
長 

小
畑 

雅
子
さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

高
円
寺
パ
ル
商
店
街
振
興
組
合　

　

理
事
長 

河
原 

一
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

宮
地 

さ
つ
き
さ
ん
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

有
限
会
社
飯
田
製
作
所 

　

代
表
取
締
役
社
長 

野
渡 

透
一
さ
ん
（
糠
沢
）

株
式
会
社
ア
ク
ア
プ
ロ
ダ
ク
ト

　
代
表
取
締
役
社
長 

杉
山 

文
章
さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

公
益
財
団
法
人 

ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

　

会
長 

前
田 

康
吉
さ
ん
（
東
京
都
港
区
）

テ
ス
コ
株
式
会
社　

　
代
表
取
締
役
会
長 

高
橋 

久
治
さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

松
井 

康
子
さ
ん
（
千
葉
県
千
葉
市
）

大
玉
村
職
員
互
助
会　

　

会
長 

武
田 

正
男
さ
ん
（
大
玉
村
）

株
式
会
社
三
船 

　
代
表
取
締
役
社
長 

舩
山 

光
太
郎
さ
ん（
東
京
都
江
戸
川
区
）

舩
山 

光
太
郎
さ
ん
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

舩
山 

喜
美
さ
ん
（
東
京
都
千
代
田
区
）

舩
山 

光
三
さ
ん
（
東
京
都
千
代
田
区
）

山
下 

明
浩
さ
ん
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

山
下 

美
樹
さ
ん
（
東
京
都
江
戸
川
区
）

株
式
会
社
ハ
ギ
モ
フ
ィ
ル
タ
ー　

　

代
表
取
締
役 

萩
原 

茂
信
さ
ん（
大
阪
府
八
尾
市
）

西
脇
市
職
員
一
同
（
兵
庫
県
西
脇
市
）

堀
口 

貞
子
さ
ん
（
北
海
道
釧
路
市
）

真
如
苑 

郡
山
支
部
（
郡
山
市
）

株
式
会
社 

川
口
金
属
工
業　

　

代
表
取
締
役
社
長 

鈴
木 

信
吉
さ
ん（
埼
玉
県
川
口
市
）

株
式
会
社
デ
ー
タ
ホ
ラ
イ
ゾ
ン　

　

代
表
取
締
役
社
長 

内
海 

良
夫
さ
ん（
広
島
県
広
島
市
）

福
島
県
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
県
北
支
部　

　

支
部
長 

堀 

泰
治
さ
ん
（
福
島
市
）

本
宮
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

　

会
長 

菅
野 

賢
司
さ
ん
（
高
木
）

Ｂ
ａ
ｒ  

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

Ｓ
ｔ
ａ
ｒ 

栁 

真
一
郎
さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

み
ず
き
が
丘
町
内
会

　

会
長 

井
上 

千
秋
さ
ん
（
岩
根
）

幸
福
実
現
党　

　

党
首 

釈 

量
子
さ
ん
（
東
京
都
港
区
）

福
島
県
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会　

　

会
長 

高
橋 

雅
行
さ
ん
（
須
賀
川
市
）

パ
ワ
ー
ネ
ク
ス
ト
株
式
会
社　

　

代
表
取
締
役 

八
木 

敏
之
さ
ん
（
千
葉
県
旭
市
）

株
式
会
社
タ
カ
ギ
セ
イ
コ
ー　

　

代
表
取
締
役
社
長 

高
木 

章
裕
さ
ん（
富
山
県
高
岡
市
）

日
本
ナ
シ
ョ
ナ
ル
製
罐
株
式
会
社　

　

代
表
取
締
役
社
長 
島
田 

浩
行
さ
ん（
茨
城
県
石
岡
市
）

株
式
会
社
福
島
芝
浦
電
子

　

代
表
取
締
役
社
長 
越
水 
和
人
さ
ん
（
糠
沢
）

新
日
本
婦
人
の
会 

　

本
宮
支
部
長 

島
田 

仁
子
さ
ん
（
仁
井
田
）

清
水
寺
門
前
会

　

会
長 

田
中 

博
武
さ
ん
（
京
都
府
京
都
市
）

プ
ル
デ
ン
シ
ャ
ル
生
命
保
険
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長
兼
最
高
経
営
責
任
者 

浜
田 

元
房
さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

　

社
員
有
志
一
同
（
郡
山
市
）

株
式
会
社
順
正 

　

代
表
取
締
役 

上
田 

成
人
さ
ん（
京
都
府
京
都
市
）

株
式
会
社
イ
ノ
ア
ッ
ク
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

　
代
表
取
締
役（
Ｃ
Ｅ
О) 

井
上 

聰
一
さ
ん（
東
京
都
品
川
区
）

株
式
会
社
東
北
イ
ノ
ア
ッ
ク　

　

代
表
取
締
役
社
長 

松
田 

行
司
さ
ん（
宮
城
県
遠
田
郡
美
里
町
）

安
達
歯
科
医
師
会　

　

会
長 

渡
辺 

英
弥
さ
ん
（
二
本
松
市
）

福
島
菅
公
学
生
服
株
式
会
社　

　

代
表
取
締
役 

尾
崎 

茂
さ
ん
（
郡
山
市
）

ウ
エ
ル
シ
ア
薬
局
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長 

松
本 

忠
久
さ
ん（
東
京
都
千
代
田
区
）

株
式
会
社
明
石
ス
ク
ー
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

　

代
表
取
締
役
社
長 

河
合 

秀
文
さ
ん
（
福
島
市
）

株
式
会
社
明
石
ス
ク
ー
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
カ
ン
パ
ニ
ー

　

福
島
営
業
所 

所
長 

仲
田 

洋
史
さ
ん
（
福
島
市
）

日
本
全
薬
工
業
株
式
会
社　

　

代
表
取
締
役
社
長 

福
井 

寿
一
さ
ん
（
郡
山
市
）

株
式
会
社
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド

　

代
表
取
締
役 

上
野 

良
一
さ
ん
（
郡
山
市
）

花
王
株
式
会
社 

　

代
表
取
締
役 

社
長
執
行
役
員 

沢
田 

道
隆
さ
ん（
東
京
都
中
央
区
）

福
味
商
事
株
式
会
社 

　

代
表
取
締
役
社
長 

内
田 

信
市
さ
ん
（
本
宮
）

株
式
会
社
ノ
ジ
リ 

　

代
表
取
締
役 

野
尻 

直
之
さ
ん
（
本
宮
）

ヒ
サ
モ
ト
産
業
株
式
会
社 

　
代
表
取
締
役
社
長 

鈴
木 

久
貴
さ
ん（
東
京
都
世
田
谷
区
）

Ｙ
Ｃ
新
本
宮 

中
釜
新
聞
店 

　

代
表 

中
釜 

健
太
郎
さ
ん
（
本
宮
）

株
式
会
社
ワ
タ
ナ
ベ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト　
　
　
　

　

代
表
取
締
役
社
長 

渡
辺 

ミ
キ
さ
ん（
東
京
都
渋
谷
区
）

株
式
会
社
刊
広
社

　

代
表
取
締
役
社
長 

北
川 

淳
さ
ん
（
郡
山
市
）

社
会
福
祉
法
人 

豊
中
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

会
長 

永
井 

敏
輝
さ
ん
（
大
阪
府
豊
中
市
）

ト
ヨ
セ
ッ
ト
株
式
会
社

　
代
表
取
締
役
社
長 

川
原
田 

淳
さ
ん（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会　

３
３
２-

Ｄ
地
区　

　

ガ
バ
ナ
ー 

真
田 

倭
夫
さ
ん
（
郡
山
市
）
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国民健康保険、介護保険など、一般会計と分けて設置する特定の事業に関する会計特別会計

会計名 予算現額 収入済額 収入率 支出済額 執行率

国民健康保険
事業勘定 27億 2,937 万円 11億 8,914 万円 43.57％ 11億 6,746 万円 42.77％

直営診療施設勘定 9,903 万円 4,539 万円 45.83％ 3,944 万円 39.83％

後期高齢者医療 3億 2,796 万円 1億 2,368 万円 37.71％ 1億　729万円 32.71％

介護保険 29億 9,442 万円 14億 9,568 万円 49.95％ 13億     79 万円 43.44％

工業用地造成事業 5億 9,423 万円 1,352 万円 2.28％ 12万円 0.02％

工業用地資産運用事業 1億 1,462 万円 5,731 万円 50.00％ 0万円 0.00％

合計 68 億 5,963 万円 29億 2,472 万円 42.64％ 26億 1,510 万円 38.12％

借入金の状況

（R2.9 月末現在の未償還元金。利子を含めない）
市債残高

会計名 金額

一般会計

総務債 1,320 万円

民生債 5億 9,922 万円

農林水産債 5,952 万円

商工債 18億　632万円

土木債 17億 4,390 万円

公営住宅債 3億　964万円

消防債 3億 1,138 万円

教育債 31億 5,999 万円

災害復旧債 5億 6,183 万円

臨時財政対策債 63億 1,599 万円

その他 6,353 万円

合計 149 億 4,451 万円

（R2.9 月末現在の未償還元金。利子を含めない）
債務負担行為残高

会計名 金額

一般会計

3,505 万円

社会福祉 663万円

農林水産 2,842 万円

工業用地造成事業特別会計 12億 2,867 万円

合計 12 億 6,372 万円

基金は、特定の目的のために積み立てた資金のことです。

会計名 金額

一般会計 0万円

水道事業会計 0万円

公共下水道事業会計 0万円

一時借入金残高

（R2.9 月末現在の未償還元金。利子を含めない）
企業債残高

会計名 金額

水道事業会計 24億 6,691 万円

公共下水道事業会計 40億 4,288 万円

※定額運用基金は含んでいません
※９月補正予算の各基金積立金は含んでいません
※記載の金額は１万円単位で端数処理をしているため、合計額、
収入率、執行率などに差異がある場合があります

基金名 令和 2年 9月末残高
財政調整基金 15億 1,532 万円
減債基金 7,703 万円

白沢総合支所庁舎建設基金 1,137 万円
教育施設等整備事業基金 3億 7,715 万円
文化スポーツ振興基金 224万円
地域福祉基金 3億 3,903 万円

ふるさと水と土保全基金 2,099 万円
森林環境譲与税基金 235万円

担い手農業者育成確保対策
優良牛貸付事業基金 482万円

未来人育成基金 2,000 万円
篤志奨学資金給与基金 3,873 万円

本宮駅東西自由通路等整備基金 9,867 万円
ふるさともとみや応援基金 804万円

五百川駅前広場等整備基金 5,003 万円

農業水利施設等保全再生事業基金 2億 3,668 万円

市営住宅等管理基金 3 億 2,226 万円
合計 31 億 2,470 万円

基金の状況

　 　財務部　財政課　☎ 24-5305問
HP もご覧
ください
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「本宮市財政状況の作成及び公表に関する条例」に基づき、市の財政状況を市民の皆さ
んへお知らせします。

令和 2年度上半期 (4月 1日～ 9月 30日 )

本宮市は健全な財政運営となっています
　令和２年度の一般会計は、当初予算185億 4,700万円でしたが、前年度からの繰越が59億3,793万 1千円、
上半期で補正予算額 67億 6,731 万９千円が加わり、上半期での現計予算額は、312億 5,225 万円でした。

特別定額給付金給付事業 30億 3,000 万円

除染土壌等端末輸送・仮置場関連事業 ４億 4,233 万円

荒井・仁井田地区体育館耐震補強改修工事 ４億 6,200 万円

財政調整基金積立金 ４億 5,420 万円

農業水利施設等保全再生事業基金積立金 ４億 3,808 万円

教育施設等整備事業基金積立金 ３億 3,232 万円

【主な補正予算項目】

一般会計歳入歳出の状況
歳入 歳出

区分 予算現額
（内繰越※分）

収入済額
（内繰越分） 収入率

市税 44億 5,293 万円 25億 3,271 万円 56.88%

地方
交付税 32億 1,298 万円 20億 6,333 万円 64.22％

国からの
補助金

86億 9,546 万円
(18億 4,251万円）

44億 5,067 万円
(0 万円）51.18%

県からの
補助金

33億   877 万円
(4 億 5,669 万円）

2億 7,812 万円
(0 万円） 8.41％

借入金 50億 8,230 万円
(22億 7,800万円）

0万円
（0万円） 0.00%

その他 64億 9,981 万円
(13億6,073万円）

38億 1,762 万円
(13億6,073万円) 58.73％

合計 312億 5,225万円
(59億3,793万円)

131億 4,245万円
(13億6,073万円) 42.05％

 

区分 予算現額
（内繰越分）

支出済額
（内繰越分） 執行率

医療・福祉・保健な
どに関する費用　
（民生費・衛生費）

106億 3,608万円
(28億　329万円）

36億 4,068 万円
（8億3,570万円) 34.23％

道路・公園・公営住
宅などに関する費用
（土木費）

36億 3,293 万円
(15億 3,789万円 )

6 億 2,428 万円
(2億　703万円 ) 17.18％

農業振興に関する費
用（農林水産業費）

42億 9,890 万円
(9億 2,609 万円 )

13 億 5,075 万円
(4億3,929万円) 31.42％

小中学校・幼稚園・
社会教育などに関す
る費用（教育費）

31億 9,815 万円
(8,986 万円 )

8 億 9,262 万円
(4,282 万円 ) 27.91％

過去に借りたお金の
返済金（公債費） 10億 7,113 万円 5億　801万円 47.43％

産業を育て経済を活
性化するための費用
（労働費・商工費）

9億 6,979 万円 2億 7,932 万円 28.80％

その他（議会費・総
務費・消防費・災害
復旧費・予備費）

74億 4,527 万円
(5億8,081万円)

50 億 5,822 万円
(4億1,537万円) 67.94％

合計 312億 5,225万円
 (59億3,793万円)

123 億 5,389 万円
(19億 4,021万円 ) 39.53％

企業会計・特別会計歳入歳出の状況

使用料などの収益で運営している会計。本市では水道事業および公共下水道事業が該当します。企業会計

会計名
収入 支出

予算現額 収入済額 収入率 予算現額 支出済額 執行率

水道事業
収益的 9億 8,101 万円 4億 4,699 万円 45.56％ 9億 9,239 万円 2億 9,207 万円 29.43％

資本的 4億 3,857 万円 8,400 万円 19.15％ 9億 8,496 万円 3億 7,434 万円 38.01％

公共下水道
事業

収益的 7億 8,791 万円 3億　636万円 38.88% 7億 4,815 万円 1億 5,969 万円 21.34％

資本的 12億 7,537 万円 2億　801万円 16.31% 15億 3,793 万円 3億 5,544 万円 23.11％

※繰越予算とは…地方自治体は、一会計年度内 (4 月 1日～ 3月 31日 ) に支出することが原則ですが、状況の変化や避けが
たい事故などにより、例外的に翌年度へ予算を繰り越して使うことができる予算のことです
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市の職員給与と職員数の状況
「本宮市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、市職員の給与や職員数、勤務条
件などの人事行政の運営状況について、市民の皆さんへお知らせします。

職員給与の状況

一般行政職の給与などの状況

特別職の報酬などの状況

職員数の状況

職員の採用・退職
（平成 31年 4月 2日～令和 2年 4月 1日）

歳出総額に対する人件費（令和元年度）

初任給（令和 2年 4月1日現在）

職員手当（令和 2年 4月1日現在）

（令和 2年 4月1日現在）

（令和 2年 4月1日現在）

平均年齢 41歳 7カ月
平均給料月額 310,600 円

大学卒 高校卒
186,500 円 153,900 円

採用者数 18 人
退職者数 17 人

区分 6月 12月 計
期末手当 1.275 月 1.275 月 2.550 月
勤勉手当 0.950 月 0.950 月 1.900 月
計 2.225 月 2.225 月 4.450 月

区分 給料・報酬月額 期末手当

市長

給料

920,000円   6月期  1.675月
12月期  1.675月
 　計    3.350月

副市長 700,000円

教育長 644,000円

議長

報酬

414,000円

  6月期　1.675月
12月期　1.675月
 　計  　 3.350月

副議長 368,000円

常任委員長 340,000円

議会運営委員長 340,000円

議員 330,000円

※職員数は一般職に属する職員数で、再任用短時間勤
務職員、会計年度任用職員を除きます
※再任用短時間勤務職員とは、地方公務員法第 28条
の 5の規定に基づき、定年などで退職する職員のう
ち、改めて 1年を超えない範囲内で任用される短時
間勤務の職員です。令和 2年 4月 1日現在、15人
を再任用しました (常勤の再任用職員 8人について
は上記の表に含む )
※地方公務員における臨時・非常勤職員の新たな制度
として、令和 2年度より会計年度任用職員制度が
創設されました。地方公務員法第 22条の 2第 1項
第 2号の規定に基づく常勤の会計年度任用職員とし
て、令和 2年 4 月 1 日現在、保育士など 18 人を
任用しました

200
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280

300

320

R2H31H30H29H28H27H26H25H24H23 〔年度〕
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歳出総額人件費

人件費
21.0 億円

歳出総額
174.2 億円

　総務政策部　総務課　☎ 24-5302問

職員数の推移（各年 4月 1日現在）

年代別職員構成（令和 2年 4月 1日現在）



令和 2年 10月までの国内の新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえて、厚生労働省より新型コロナウイルス感染
症に関する「10の知識」が 10月 29日に公表されました。今回はこの内容の一部をご紹介しながら、新型コロナウイ
ルスへの感染対策で今後注意が必要と思われる事項について述べさせていただきます。「10の知識」で示されたデータ
として国内では現在、全人口の 0.08％に相当する約 9万 6,000 人が感染しており、20代が最も多く、次いで 30代
が多いという結果でした。この要因として、学校や教育施設、あるいは繁華街などでクラスター感染が全国で起こった
ことなどが考えられます。これに関連し、10月 23日にも新型コロナウイルス感染症対策分科会より感染リスクが高ま
る「5つの場面」について注意が促されていますが、それらは、①飲酒を伴う懇親会など②大人数や長時間におよぶ飲
食③マスクなしでの会話④狭い空間での共同生活⑤居場所の切り替わりとなります。年末・年始は例年であれば飲食の
機会が増えやすい時期ですが、「5つの場面」を避けることに注意が必要です。
感染後どのような人が重症化したり、死亡したりするのかについても「10の知識」の中でデータが示されています。

重症化しやすいのは高齢者と基礎疾患のある人であり、基礎疾患としては、慢性閉塞性肺疾患、慢性腎臓病、糖尿病、
高血圧、心血管疾患、肥満があります。6月～ 8月までの患者データの分析結果では、重症化する人は 50代以下が 0.3％
だったのに対し、60代以上は 8.5％でした。死亡した人は、50代以下が 0.06％、60代以上が 5.7％でした。1月か
ら 4月までと、6月から 8月までの重症化と死亡の割合を比較すると、重症化した人は 9.8％から 1.62％に、死亡し
た人は 5.62％から 0.96％に低下しています。これについてさまざまな要因が考えられ、一つは PCR などの検査がよ
り多くの医療機関で早期から行われるようになり、診断能力の向上によって感染者の母数が増加したことがあります。
他に、治療法の進歩も考えられます。重症例では抗ウイルス薬のみではなく、過剰な免疫応答を抑制する薬剤や、合併
症で見られやすい血液凝固異常を改善する薬剤などさまざまな治療法を組み合わせると、効果的であることが報告され
ています。
冬季に入り、風邪症状の原因となるさまざまなウイルスに感染する機会が増加しており、インフルエンザと新型コロ

ナウイルスの同時流行も懸念されています。新型コロナウイルス感染と診断された人のうち、ほかの人にも新型コロナ
ウイルスを伝播させているのは 2割以下とされており、適切に感染対策を行うことで多くの感染伝播を予防できること
を示しています。感染対策としては、密を避ける、人と接するときは必ずマスクを着用する、人が集まる場所では温度
や湿度を保ちながら積極的な換気に努める、外出後には手洗いやうがいを行う、といった点が基本となります。これら
の点を踏まえながら、今一度、家庭や職場、学校などでの感染対策の取り組み状況についてご確認をお願いします。

本宮市新型コロナウイルス感染症アドバイザー　福島県立医科大学　感染制御部　仲村　究
きわむ

【新型コロナウイルス感染対策について】

新型コロナとインフルエンザの戦い方は同じ！
冬のコロナ対策で感染症を予防しましょうの ナののの冬のコ冬のコ冬の冬のコ冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬ののののののののののの冬冬冬冬冬冬

3密を
避ける

加湿と換気
(湿度は 40～ 50％
が効果的 )

暖房で空気が乾燥し、ウイルスが空
気中を漂いやすくなります。拭き掃
除や手・指の消毒、定期的な換気を
行いましょう。

手洗い
うがい

最低 15 秒石けんで。手
を洗えない場合は、アル
コール消毒も◎

マスク
の着用

冬はさまざまな感染症が流行しやすい季節です。インフルエンザと新型コロナウイルスの症状
は似ており、判別が難しくなります。しかし、新型コロナウイルス感染対策を行うことで、
ほかの感染症も予防することができます。1 人ひとりができる感染対策を徹底しましょう。

イインンイイイイイ
第 3波襲来注意！！
新新
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障
が
い
に
つ
い
て
気
軽
に
座
談
会

10
月
18
日
に
福
島
県
点
字
図
書

館
の
主
催
に
よ
り
、
視
覚
障
が
い

が
あ
る
人
の
地
域
交
流
会
が
え
ぽ

か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
流
会
で
は
、
令
和
元
年
東
日

本
台
風
の
被
災
状
況
や
生
活
で

困
っ
た
こ
と
な
ど
の
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
拡
大
読

書
器
や
活
字
文
書
読
上
げ
装
置
な

ど
の
日
常
生
活
用
具
を
実
際
に
体

験
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
自

宅
が
被
災
し
た
時
に
、
民
生
委
員

さ
ん
が
毎
日
顔
を
出
し
て
い
た
だ

き
、
さ
ら
に
地
域
の
人
が
気
に
か

け
て
く
だ
さ
り
、
大
変
励
み
に
な

り
ま
し
た
」
と
い
っ
た
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

地
域
防
災
の
担
い
手
と
し
て

本
宮
市
消
防
団
特
別
点
検
は
、

10
月
25
日
、
白
沢
運
動
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

渡
辺
団
長
は
、「
地
域
防
災
の
要

と
し
て
、『
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
』

に
お
け
る
新
し
い
消
防
団
活
動
を

模
索
し
な
が
ら
、
防
災
・
減
災
に

意
識
し
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
」

と
訓
示
し
ま
し
た
。
特
別
点
検
で

は
、
通
常
点
検
や
中
継
送
水
訓
練

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
福
島
県
知
事

表
彰
や
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
な

ど
の
伝
達
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
防
火
パ
レ
ー
ド

を
行
い
、
消
防
車
両
で
市
内
各
地

を
巡
回
し
、
空
気
が
乾
燥
し
火
を

多
く
使
う
時
期
に
向
け
て
火
災
予

防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

学
生
と
楽
し
く
交
流

10
月
24
日
、
市
内
の
高
齢
者
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
て
い
る

郡
山
開
成
学
園
と
の
交
流
事
業
で

あ
る
「
高
齢
者
い
き
い
き
交
流
事

業
」
が
多
世
代
交
流
施
設
あ
ぶ
く

ま
憩
の
家
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
区
東
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
皆

さ
ん
と
郡
山
女
子
大
学
の
学
生
の

皆
さ
ん
は
、「
足
じ
ゃ
ん
け
ん
」
や

「
イ
ン
ト
ロ
ク
イ
ズ
」
な
ど
の
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
心
身
の

活
性
化
を
図
り
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。

　

参
加
し
た
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の

皆
さ
ん
は
「
学
生
の
皆
さ
ん
が
考

え
て
く
れ
た
ゲ
ー
ム
が
と
て
も
楽

し
い
。
ま
た
参
加
し
た
い
」
と
感

想
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

長
年
の
ご
尽
力
に
感
謝

　

学
校
医
お
よ
び
学
校
薬
剤
師
を

長
年
お
勤
め
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

へ
の
感
謝
状
贈
呈
式
は
、
10
月
28

日
、
市
役
所
で
行
わ
れ
、
医
療
法

人
慈
久
会
谷
病
院
の
谷
良
久
院
長

と
西
山
仁
子
さ
ん
に
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

谷
院
長
に
は
、
学
校
内
科
医
と

し
て
各
種
健
診
や
健
康
相
談
、
感

染
症
予
防
指
導
や
学
校
環
境
衛
生

に
関
す
る
指
導
な
ど
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

西
山
さ
ん
に
は
、
学
校
薬
剤
師

と
し
て
学
校
で
の
環
境
衛
生
検
査

の
実
施
や
指
導
、
学
校
保
健
安
全

計
画
立
案
の
助
言
な
ど
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
。

市
内
の
農
家
が
好
成
績

10
月
23
日
、
第
30
回
J
A
グ

ル
ー
プ
和
牛
育
成
管
理
共
進
会

が
福
島
県
家
畜
市
場(

関
下
字
神

座)

で
開
催
さ
れ
、
出
品
区
分
ご

と
に
牛
の
発
育
状
況
な
ど
の
審
査

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
は
4
軒
の
農
家
が
出

品
し
、
第
2
区(

若
雌
生
後
17
カ

月
以
上
20
カ
月
未
満)

で
佐
藤
一

徳
さ
ん(

和
田)

の
「
さ
つ
き
の

か
つ
ふ
く
」
が
、
第
4
区(

繁
殖

雌
牛
2
頭
群)

で
鹿
野
邦
雄
さ
ん

(

同)

の
「
あ
か
ね
」
が
そ
れ
ぞ

れ
優
等
賞
首
席
に
輝
き
ま
し
た
。

レクリエーションで交流を深める参加者の皆さん

優等賞首席を受賞した佐藤さんと「さつきのかつふく」( 右 )、鹿野
さんと「あかね」(左 )

生活で困ったことなどを意見交換する参加者の皆さん

中継送水訓練を行う消防団員

医療法人慈久会谷病院の谷院長（右）と西山仁子さん（左）
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News&Topics まちの話題

  東京もとみや会通信 その63

こんにちは！市長です vol. 90

秋
も
一
段
と
深
ま
り
、
紅
葉
し
た
安

達
太
良
の
山
並
み
も
白
く
な
る
日
が
増

え
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
っ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
た
つ
や
ス
ト
ー

ブ
が
恋
し
い
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

11
月
３
日
文
化
の
日
に
、
本
宮
市
表

彰
式
な
ら
び
に
令
和
元
年
東
日
本
台
風

災
害
に
係
る
感
謝
状
贈
呈
式
を
挙
行

し
、
市
政
の
振
興
発
展
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
皆
様
、
そ
し
て
、
台
風
災

害
に
お
い
て
、
温
か
い
思
い
を
お
寄
せ

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
表
彰
状
・
感

謝
状
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
か
ら
の
お
力
添
え

に
、
心
か
ら
の
感
謝
の
意
を
表
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

今
年
は
「
本
宮
市
夏
ま
つ
り
」
や
「
も

と
み
や
秋
祭
り
」
な
ど
、
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
が
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、11
月
８
日
、

コ
ロ
ナ
対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
、「
し

ら
さ
わ
秋
祭
り
」が
開
催
で
き
ま
し
た
。

久
し
ぶ
り
の
市
内
で
の
お
祭
り
と
い
う

事
も
あ
っ
て
、
会
場
内
は
笑
顔
が
あ
ふ

れ
、
多
く
の
皆
様
に
満
喫
し
て
い
た
だ

け
た
も
の
と
思
い
、私
も
大
変
嬉
し
く
、

来
年
は
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
、
皆
様
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
で
き
る
よ
う
に
と
…
。
改
め
て
、
ご

尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
関
係
者

の
皆
様
に
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。11

月
15
日
は
、
第
32
回
市
町
村
対
抗

福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ

れ
、
総
合
24
位
、
市
の
部
12
位
と
健
闘

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
大
会
は
、
コ
ロ

ナ
感
染
防
止
の
た
め
区
間
短
縮
と
沿
道

応
援
の
自
粛
の
中
で
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
が
、
晩
秋
の
穏
や
か
な
日
差
し
の

中
、チ
ー
ム
全
員
が
熱
い
思
い
を
胸
に
、

一
本
の
タ
ス
キ
に
心
を
繋
ぎ
、
ゴ
ー
ル

の
福
島
県
庁
を
目
指
し
、
疾
走
す
る
姿

に
感
動
を
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
大
会
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
す
べ
て
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

全
国
各
地
で
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

よ
り
、
第
３
波
の
襲
来
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
気
温
や
湿
度
の
下
が
る
冬
の
時

期
は
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
力
が
高
ま
り
ま

す
。
寒
い
環
境
の
中
で
も
換
気
の
徹
底

と
適
度
な
湿
度
の
確
保
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
引
き
続
き
、マ
ス
ク
の
着
用
、

手
洗
い
・
手
指
消
毒
、
う
が
い
の
励
行

な
ど
、
基
本
的
な
感
染
対
策
の
徹
底
の

上
、「
コ
ロ
ナ
第
３
波
襲
来
注
意
‼ 
徹

底
予
防
で
フ
ツ
ー
の
暮
ら
し
」
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
さ
が
本
格
的
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
師
走
は
何
か
と

あ
わ
た
だ
し
く
な
り
ま
す
が
、
ご
自
愛

の
う
え
、
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　

  

（
11
月
17
日
執
筆
）

本宮市長
高松義行

【
コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
秋
祭
り
開
催
！
】

野尻　大七さん
東京もとみや会　副会長

「奥深く楽しいヘラブナ釣り」

私は昨年、古希を迎えました。「ヘラブナ釣り」は定年後に始めました。千葉県印西市に住んでおり、近くには利根川、手賀沼、
印旛沼と河川湖沼がたくさんあり、「釣り場」には事欠きません。
　私の釣りは「野釣り」なので、季節、水温、風などにより、毎回条件が変化して、その都度“対応”が必要です。「ヘラブナ釣り」
の醍醐味は、自分が予想した“ウキ”の“うごき”にドンピシャリに合わせ、外すことなく寄せることです。そのために、竿・
仕掛け・エサを変えて、良い“アタリ”が出るように調整をし続けます。
　もう一つの楽しみは、孫たちとの釣りです。休みに良く釣れるポイントに出掛けます。孫たちは、一瞬にして「釣り人」に
なり一喜一憂します。写真は、手賀沼で 30センチメートルのヘラブナを釣った時のものです。ちなみに、自己記録は 45セ
ンチメートルです。これからも、元気なうちは大自然の中で「ヘラブナ釣り」を楽しむつもりです。

お問い合わせは、 「東京もとみや会」 事務局へ　千葉県柏市南逆井 6-3-13  野地　博  ☎ 04-7175-0517  E メール：hiroshi-nj@jcom.home.ne.jp

ご
支
援
に
感
謝　

10
月
28
日
、
職
員
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
洗
え
る
マ
ス
ク
を

寄
付
い
た
だ
い
た
株
式
会
社

佐
武
の
佐
藤
武
四
代
表
取
締

役
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

高
松
市
長
は
「
市
民
の
不

安
解
消
に
向
け
、
関
係
機
関

と
連
携
し
、
正
確
な
情
報
発

信
と
市
民
の
安
全
確
保
に
全

力
で
取
り
組
み
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

地
区
の
防
犯
意
識
向
上
を
図
る

和
田
防
犯
協
議
会
は
、
11

月
1
日
、
和
田
字
下
見
沢
地

内
で
、
和
田
小
学
校
の
5
、

６
年
生
か
ら
募
集
し
た
防
犯

標
語
の
立
て
看
板
を
設
置
し

ま
し
た
。

　

今
年
は
、
鈴
木
芯
さ
ん

(

5
年)

の
「
気
を
つ
け
て　

心
を
ま
も
る　

あ
い
言
葉
」

と
、大
内
瑠
華
さ
ん(

6
年)

の
「
和わ

ん
だ
い
ろ

田
色　

悪
に
そ
め
る

な　

和
田
の
里
」
が
採
用
さ

れ
、
看
板
を
通
じ
て
地
域
へ

防
犯
を
呼
び
か
け
ま
す
。

株式会社佐武　代表取締役　佐藤武四さん（左）和田防犯協議会の皆さん
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2020 本宮市しらさわ秋祭り

密に配慮して開催
　11月 8日、白沢公民館前のふれあい夢広
場をメイン会場に「2020本宮市しらさわ秋
祭り」が開催されました。白沢公民館では「文
化祭」、「健康と福祉まつり」、「産業祭」、白
沢総合支所では「商工祭」が行われたほか、「友
好都市・全国へそのまち観光物産展 in 本宮」、
しらさわ夢図書館の「夢まつり」が併せて行
われました。ステージでは麦とろ飯早食い大
会などが催されました。

①優勝を目指し、麦とろ飯を食べる「麦とろ飯早食い大会」の参加者　
②白沢公民館前で行われた産業祭　③市内 4団体によるフラダンス

三

笑顔で表彰を受ける中野選手

全国高校陸上大会　女子やり投げ　
野胡桃選手、やり投げで準優勝中

　10月 25 日、御稲プライマル協賛の「どろんこ
田んぼ遊び 2020」が青田地区公民館と田んぼで開
催されました。当日は、稲刈り体験のほか、焼き芋
づくり体験、宝探しゲームが行われました。また、
会場には本市のイメージキャラクターのまゆみちゃ
んと友好都市である上尾市のアッピーが登場し、参
加者と交流しました。

　令和 2年 10月 23 日から 25日にかけて広島県
広島市（広島広域公園陸上競技場）で開催された、
JOCジュニアオリンピックカップ全国高等学校陸
上競技大会 2020 兼 U20 全国陸上競技大会「高校
女子やり投」で、本宮市出身の中野胡桃選手（福島
成蹊高）が 53.44 メートルの記録を出し準優勝に
輝きました。

カメラ散歩  12月号
CAMERA SANPO

どろんこ田んぼ遊び 2020
どもたちが稲刈りなどに挑戦子 

①

②③

主催 /ふくしま地域活動ネットワークの会
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自家消費用農産物の測定について

仮置き場内の空間線量
市内 22箇所の仮置き場内の空間線量は 11月 2日現在、最小値 0.05 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ / 時～最大値 0.11 ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙ
ﾄ / 時です。今後ともご理解とご協力をお願いします。

【測定の申込先】　受付時間 (平日 )9:00 ～ 16:00
白沢測定所 (白沢総合支所内 )　☎ 44-2113
荒井測定所 (荒井地区公民館内 )　☎ 24-8781
【その他のお問い合わせ】　
放射能除染・モニタリングセンター　☎ 63-2682

10 月は全 23 品目・31 検体を測定しました。基準値となる１キログラムあたり 100 ベクレルを超えたものは、
キノコ類の 4検体でした。
市内 2カ所の測定所では、自家消費用農産物の放射性物質検査を受け付けています。持ち込みの相談、予約など
お気軽にお問い合わせください。
■ 10月の測定結果

品目 検査数
結果

うち検出有 検出値
（Bq/kg）

キノコ（イノハナ） 2 2 1,397.80
531.70

キノコ（キシメジ） 1 1 261.80
キノコ（サクラシメジ茹で） 2 1 154.90
キノコ（団子シメジ茹で） 1 1 49.60
キノコ（アミタケ茹で） 2 1 29.29
柿 3

検出なし

ギンナン、サツマ芋、ダイコン 各 2
小豆、キウイフルーツ、キノコ（ナ
ラタケ）、キノコ（ヒラタケ）、キ
ノコ（ホンシメジ）、キノコ（ハタ
ケシメジ）、茎立菜、栗、ニンジン、
ハックルベリー、ホウレンソウ、
ムカゴ、エゴマ、ダイコン葉

各 1

計 23品目 31

本宮市産のキノコ類の制限など

出荷制限 キノコ類
原木シイタケ(露地)、
野生キノコ (菌根菌
類、腐生菌類 )

市内 13カ所の環境放射線量測定値
モニタリングポストによる市内 13カ所の 1時間あたりの環境放射線量測定値は、11月 2日午後 4時現在、下
記のとおりです。

※左表の値は、原子力規制委
員会ホームページより参照。
詳しくは、下記QRコード
をご覧ください

場所 測定値 場所 測定値
本宮市役所 0.05 和田 0.11
白沢総合支所 0.07 糠沢 0.09
青田 0.08 白岩 0.12
荒井 0.11 長屋 0.18
仁井田 0.08 稲沢 0.07
高木 0.11 松沢 0.10
岩根 0.07 単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ / 時

個人線量計（ガラスバッジ）測定結果について

保健福祉部　保健課　☎ 63-2782問

検査した人全員が３カ月あたり、0.24㍃シーベルト未満でした。これは年間線量に換算すると１㍃シーベルト未
満に相当することを意味します。平均値は３カ月あたり 0.03㍃シーベルト、最大値は 0.16㍃シーベルトでした。
まったく問題のないレベルの線量です。安心して生活してください。

本宮市放射線健康リスク管理アドバイザー野口邦和先生のアドバイス

平成 23年度から、中学生以下のお子さんと妊婦の希望する人にガラスバッジを配布し、積算線量を測定してい
ます。例年 6月～ 8月に測定を行っていましたが、今年度は新型コロナウイルスの影響もあり、7月～ 9月に測
定を行いました。
その結果、ガラスバッジ回収人数 886 人のうち、最小値は検出限界値未満、最大値は 0.16㍉シーベルト、全体
の平均値は 3カ月で 0.03㍉シーベルトでした。
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職場の同期の皆さ
ん。何でも言い
合える仲良しメン
バーです。

わたしの
いいね！

今回のライター

根本 輝さん
　　　　　　　　  （白岩）

私
の
随想録

― Nemoto
　　　　   Hikaru ―

次回は
　私が書きます！

「
人
間
力
」

　

皆
さ
ま
こ
ん
に
ち
は
。
根
本
輝
と

申
し
ま
す
。
緑
豊
か
な
白
岩
で
生
ま

れ
育
ち
、
両
親
、
妹
、
祖
母
と
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
体
を
動
か
す
こ
と
が

好
き
で
、
小
学
校
か
ら
現
在
ま
で
野

球
チ
ー
ム
に
所
属
し
、
5
年
ほ
ど
前

か
ら
は
、
市
町
村
対
抗
野
球
の
本
宮

市
代
表
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

大
学
を
卒
業
す
る
際
に
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
地
元
ふ
く
し
ま
の
た

め
に
貢
献
し
た
い
と
思
い
、
株
式
会

社
東
邦
銀
行
に
就
職
し
ま
し
た
。
当

行
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

も
あ
る
よ
う
に
「
す
べ
て
を
地
域
の

た
め
に
」
の
考
え
方
を
基
に
日
々
業

務
に
励
ん
で
い
ま
す
。
今
年
3
月
ま

で
、
地
元
本
宮
支
店
で
勤
務
し
て
い

ま
し
た
が
、
4
月
か
ら
郡
山
市
富
久

山
町
に
あ
る
郡
山
北
支
店
に
異
動
と

な
り
、
現
在
は
主
に
個
人
の
お
客
さ

ま
へ
の
ご
融
資
を
担
当
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
仕
事
柄
い
ろ
ん
な

業
種
の
お
客
さ
ま
と
お
話
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
が
あ
り
、
毎
日
が
勉

強
の
日
々
で
す
。

　

仕
事
だ
け
に
限
ら
ず
、
生
活
す
る

上
で
大
学
時
代
の
恩
師
の
言
葉
を
大

事
に
し
て
い
ま
す
。「
相
手
に
敬
意

を
。
自
分
に
決
意
を
。
人
間
は
謙
虚

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
紳
士
で
あ

れ
。」
と
言
わ
れ
続
け
て
い
ま
し
た
。

社
会
人
と
な
り
仕
事
を
す
る
上
で
身

に
染
み
て
と
て
も
大
事
な
こ
と
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
少
し

ず
つ
人
間
力
を
磨
い
て
い
き
、
地
元

ふ
く
し
ま
の
た
め
に
貢
献
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
の
台
風
被
害
か
ら
1
年
が
経

ち
ま
し
た
。
災
害
時
に
は
本
宮
市
民

が
団
結
し
て
、
一
刻
で
も
早
く
復
興

に
向
け
て
協
力
し
、
励
ま
し
合
う
姿

を
見
て
「
心
温
か
い
本
宮
市
民
に
生

ま
れ
て
良
か
っ
た
」
と
心
か
ら
思
い

ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
ご
時
世
で
は
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
本
宮
市
民
手
を

取
り
合
っ
て
、
前
を
向
い
て
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。

次回は
 国崎　雅樹さん（本宮）です



※広辞苑より
　いお＝魚
　いお＝五百
※荒井の五百川は上ヨ　
　ガワ、仁井田の五百
　川は下ヨガワと呼ば
　れています
※帳付神社…市内には
　苗代田神社、石上神
　社、荒井神社、青田
　帳付神社が存在しま
　す

オーブの
「オードブル」

※3000円～承っております。
※刺身、寿司等も可。要相談。
※２日前要予約。
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本宮かるたは、本宮市観光物産協会（市役所　産業部　商工観光課内）・白沢ふれあい文化ホールで購入することができます

本
宮
か
る
た
巡
礼

そ
の
四
十

　

現
在
の
本
宮
市
と
郡
山
市
の
境
に
な
っ
て

い
る
五
百
川
。
か
つ
て
は
、「
い
ほ
が
わ
」「
よ

が
わ
」
と
呼
ば
れ
、
た
く
さ
ん
魚
を
取
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

五
百
川
は
、
京
の
都
か
ら
数
え
て
５
０
０

番
目
と
い
わ
れ
る
一
方
、
実
は
４
９
９
番
目

と
い
う
話
や
、
阿
武
隈
川
に
近
い
下
流
の
地

域
に
は
「
皇
子
様
伝
説
」
と
と
も
に
祇
園
と

い
う
地
名
が
存
在
し
た
り
、
岩
根
地
区
の
方

に
は
「
藤

ふ
じ
わ
ら
の
さ
ね
か
た

原
実
方
朝あ

そ
ん臣

伝
説
」
が
存
在
し
、

藤
原
実
方
朝
臣
が
詠
ん
だ
歌
か
ら
苗
代
田
と

い
う
地
名
が
で
き
た
と
い
う
よ
う
に
、
場
所

ご
と
に
伝
説
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
不
思
議
な
こ
と
に
、
こ
の
二
つ
の

伝
説
の
話
の
最
後
が
、
い
ず
れ
も
五
百
川
沿

い
の
各
地
区
に
存
在
す
る
同
じ
帳
付
神
社
へ

つ
な
が
っ
た
り
と
、
一
本
の
川
に
さ
ま
ざ
ま

な
話
が
伝
わ
る
五
百
川
。
皆
さ
ん
興
味
が
湧

い
て
き
ま
せ
ん
か
。

五
百
川
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真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社

医療法人　佑和会

雷クリニック
理事長　医学博士　雷　毅　 医学博士　齋藤　広信

一般内科診療、消化器・肝臓病診療、胃カメラ
大腸カメラ、日帰り胃・大腸ポリープ切除術、訪問診療、
一般健康診断、ドックなど行っています。

三春駅前：三春町担橋 2-1-2
TEL　0247-62-6333

本宮字荒町 58
TEL 0243-34-2632

毎月抽選で10名様に1,000円分
の買い物券が当たります。

02-043（中條）
05-310（鍋田）
09-020（仲町）  
11-100（玉井） 
13-085（仁井田）

今月の当選番号 ■今月、買物券の使えるお店は

▶ムラヤマベーカリー（上町）▶菓匠きねや（下町）
▶アズーロはるかぜ（南町裡）▶国分菓子店（玉井）
▶洋食屋ココット（大山）です。
■買物券は当選者までお届け致します。
■ご利用有効期限は本日より令和3年1月末日です。

【みずいろ夢カード】
ガス器具類ご購入分押印致します。

03-062（高木）
08-050（鉄砲町）
10-100（近江内）
12-307（関根）
14-094（兼谷）

英国との絆
～英国の「復興『ありがとう』ホストタウン」MOTOMIYA ～

◆ なぜ「復興『ありがとう』ホストタウン」に登録したの？
英国のウィリアム王子の本市ご来訪や、福島県の早期復興を願ってロン
ドンに整備された「福島庭園」など、震災の際に英国からいただいたご
支援に感謝を伝えるため、そして英国との交流を通して国内外に本宮の
元気を発信し、災害からの復興につなげるためです。

◆ どんな取り組みをしているの？
今年度は、9月 12日から 11月 1日まで白沢ふれあい文化ホールで「英
国自動人形展」を開催し、7,500 人を超える来場者にお越しいただきま
した。多くの人々に、イギリスのからくり人形作家、ポール・スプーナー
氏の作品を楽しんでいただくことができ、ホストタウンの PRもできまし
た。ご来場ありがとうございました。
今年は、東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会が延期となり、
英国と直接交流するのは難しい状況ですが、市では英国の皆さんとのさ
らなる絆を深めるため、応援メッセージ映像の作成などを進めています。

福島県国際課の国際交流員でカナダ出身のウインズ・祐希さんが、カナダの
多文化共生社会について講座を行いました。また、カナダと英国の関係など
もお話しいただきました。参加者からは、「カナダとイギリスにつながりが
あることを初めて知った」などの声が挙がりました。

多くの来場者でにぎわった「英国自動人形展」

昨年の英国訪問に参加した生徒たちによ
る応援メッセージ

東京 2020オリンピック・パラリンピック競技大会を来年に控え、本宮市は、英国を相手国とする「復興『ありがとう』
ホストタウン」に登録されています。英国や異文化をより身近に感じ、親しんでいただけるよう、市の異文化理解の取
り組みなどをご紹介していきます。

ありがとう！
7,500 人超え

問教育部　国際交流課　☎ 24-5303

10 月 27日に「フレンドシップカフェ」をオンラインで開催！

国際交流課 ☎ 24 5303



今月の一冊冊
RECOMMEND

学校図書館の現場から現場から
LIBRARIAN

『みんなで守れ！
ふくちゃんのいのち』

秋川イホ

『ゆび 1本ではじめる
Scratch3.0 かんたん
プログラミング応用編』

ジャムハウス

『馬場のぼるの
スケッチブック』
こぐま社

『サザエさんと長谷川町子』
工藤美代子

『あなたとあなたの大切な人
を守る捜査一課防犯BOOk』

アスコム

しらさわ夢図書館　☎44-2112 
【利用時間】㈫～㈯　9:30 ～ 20:00　㈰・㈷ 9:30 ～ 17:00
【休館日】12月 7日㈪、14日㈪、21日㈪
　　　　 年末年始 12月 28日㈪～ 1月 4日㈪
※上記以外の休館日や開館時間が変更となる場合もあります。
　ホームページや電話でご確認の上、ご来館ください

本
活
の
ス
ス
メ

本
宮
の
書
斎
か
ら

　小学校のお昼休みに図書室に来てくれた６年生の
女の子が私に薦めてくれた本です。本書は、８つの
切り口から、本当の頭の良さとは何かについて書か
れています。頭を良くすると、いろいろなものの考
え方ができるようになり、幸せを感じる生き方がで
きると著者は言っています。10代向けに書かれた
本ですが、大人が読んでも多くの気づきがあります。
【小林美穂さん /学校司書】

▼著者　つげのり子

▼出版　河出書房新社
　本書は、皇室番組の放送作家である著者が、皇后雅子様
について、関わりのあった 11人への取材を通して、一人
の女性としてその人となりやどのようなことを大切にされ
てきたかを明らかにするものです。本書において、多角的
なテーマから語られる本来のお姿は、一貫して「和」を尊び、
日本の伝統的な価値観を大切にするという点で共通してい
ます。昨年末、本市にもご訪問いただいた天皇・皇后両陛
下の魅力をより深く知ることができる 1冊です。

『素顔の雅子さま
11人が語る知られざるエピソード』

おすすめ新着本め新着本
NEW ARRIVALS

『地図で知る世界の国ぐに』
正井康夫

図で知で知 界の界の国ぐ国国ぐ国ぐににに地図図 知るる世界界 』

しらさわ夢図書館より

『グレタと立ち上がろう』
ヴァレンティナ・
ジャンネッラ

中央公民館図書室は、令和元年東日本台風の被害により現在休館しています。
大変ご迷惑をおかけしていますが、ご理解とご協力をお願いします。

中央公民館図書室より

図書館・図書室からのお知らせ

『
本
当
の
「
頭
の
よ
さ
」
っ

て
な
ん
だ
ろ
う
？
』

斎
藤　

孝

赤ちゃん・妊婦さんへのおはなし会
令和 2年 12月18日㈮ 11時 00分～ 11時 20分
赤ちゃんへの絵本の読み聞かせやわらべうた、親子でのふれあい遊びなどを
行います。また妊婦さん、新米ママ向けの赤ちゃんへの接し方や子育て豆知
識などについてもお話します。
赤ちゃん（０・１・２歳くらいまで）とその保護者、妊婦さんとその家族

と き

内 容

対 象

冬のとくべつおはなし会
令和 2年 12月20日㈰ 11時 00分～ 11時 45分
いつものおはなし会の特別版。クリスマスやお正月の絵本の読み聞かせ、手
袋人形、紙しばい、パネルシアター、エプロンシアターなど親子で一緒に楽
しみます。
幼児～小学生とその保護者、子どもの本に関心のある大人

と き

内 容

対 象
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育児のこと、お子さんの発達や健康の
ことなど、お気軽にご相談ください。
お子さんの身長・体重測定もできます。
完全予約制ですので電話などでお申し
込みください。
▶日時：12/11 ㈮　① 10:00 ～
　② 10:15 ～  ③ 10:30 ～  ④ 10:45 ～
▶場所：えぽか　1階　健康増進広場
▶持ち物：母子手帳、バスタオル、そ
   の他（替えのおむつなど）
▶感染症対策に関するお願い
・ 発熱（目安 37.5℃以上）や呼吸器
　症状のある人、体調不良の人の入場
　はご遠慮ください
・お子さん 1人につき、保護者 1人　
　までの同伴とし、マスク着用の上
　おいでください
問保健福祉部　保健課　☎ 63-2782

アルコールに
関する問題を
抱えるご家族
の人が、アル
コール依存症
について対応

方法を学び、同じ悩みを持つご家族と
日頃の悩みや心配事を話し合う家族教
室を開催します。
▶日時：12/17 ㈭　13:30 ～ 15:30
▶開催場所：福島県県北保健福祉事務
所　４階　中会議室

▶参加方法：電話で下記へお申し込み
ください。なお、初めて参加される
人は事前に個別面談を行いますの
で、お早めにご連絡ください

問福島県県北保健福祉事務所
　障がい者支援チーム
　☎ 024-534-4300

専門のキャリアカウンセラーが就職に
関するさまざまな相談に応じます。当
日でも相談でき、費用は無料です。（事
前予約も可）お気軽にご来場ください。▲

日時：12/17 ㈭ 13:00 ～ 16:00▲

場所：モコ ステーション　3階
　スタジオ ▲

対象者：本宮市内に居住する人（新
   卒学生も含む）、原発事故の影響に
　より本宮市内へ避難されている人、　
　新型コロナウイルス感染症により影
　響を受けている人▲

相談内容：就職相談、職業紹介、応
　募書類の書き方など
問ふくしま生活・就職応援センター
　郡山事務所　☎ 024-925-0811

放送大学では、4月入学生を募集して
います。10 代から 90 代の幅広い世
代、約 9万人の学生が、大学を卒業
したい、学びを楽しみたいなど、さま
ざまな目的で学んでいます。テレビで
授業を行っているだけでなく、学生は
その授業をインターネットで好きな時
に受講することもできます。心理学・
福祉・経済・歴史・文学・情報・自然
科学など、約 300 の幅広い授業科目
があり、1科目から学ぶことができま
す。卒業すれば学士の学位を取得でき
ます。全国にミニキャンパスと言える
学習センター・サテライトスペースが
設置されており、サークル活動などの
学生の交流も行われています。
資料を無料で差し上げています。お気
軽に放送大学福島学習センターへご請
求ください。
▶出願期間：第1回～令和 3年 2月 28日㈰
　　　　　　第2回～令和3年 3月 16日㈫
問放送大学福島学習センター
　☎ 024-921-7471

▶日時：12/27 ㈰　14:00 ～
　　　　　　　　　（開場 13:30）
▶場所：本宮高校　第 1体育館
▶曲目：「祈りと誇り、そして明日へ
　と受け継がれてゆくもの」「男の勲
　章」「宝島」　ほか
▶持ち物：スリッパなどの上履き
▶その他：①駐車場に限りがあるため、
　できるだけ公共交通機関をご利用の
　上、お越しください
②新型コロナウイルス感染拡大防止の
　ため、37.5℃以上の熱がある人は
　入場をご遠慮ください
③マスクの着用、手・指の消毒、ソー
　シャルディスタンスの確保、検温の
　ご協力をお願いします
問県立本宮高校（吹奏楽部顧問　篠原）
　☎ 33-2120

▲

内容：テクニカルメタルワーク科
　　　　（溶接技術コース）

▼料金：無料 (テキスト代、作業服な
　どは個人負担 )▲

訓練期間：令和 3年 2月 4日㈭～
7月 29日㈭▲

場所：ポリテクセンター福島

▼申込：12/8 ㈫～ 1/7 ㈭
※詳しくは下記へお問い合わせください
問ポリテクセンター福島
　☎ 024-534-3644

情報なび
「行事」「募集」「健康」などあなたの
暮らしに役立つ情報コーナーです。

本宮市役所 ☎ 0243(33)1111（代表）
〒969-1192　本宮市本宮字万世 212番地
https://www.city.motomiya.lg.jp/

　　 本宮高校吹奏楽部
定期演奏会

行事

親と子の健康相談
子育て

☎

家事代行・除菌
ハウスクリーニング

家事代行ハピネス 検索

お客様の代わりにお掃除、お買い物、お料理などを行います。また本格的なハウス
クリーニングや除菌サービスも行っております。お気軽にお問い合わせください。

再就職のための離職者
訓練受講者募集

募集

放送大学入学生募集
募集

アルコール家族教室
相談

就職相談会
行事



19 広報もとみや12月号

広　

告

新車 / 中古車販売 / 車検整備はお任せ下さい

〒969-1104 本宮市荒井字青田原 209-1
TEL:0243(63)5555　FAX:0243(63)5560

毎週水曜の午前10時から午後5時に、
こころの健康電話相談「きぼうホット
ライン」を実施しています。専門の精
神保健福祉士が相談をお受けしていま
す。相談して　３

み

４
よう

- ５
こ こ ろ ま る

５６０　まで
お気軽に電話してください。
▶対象：心の悩みや不安などがある人、
家族や近所の人の性格や行動などが
心配な人、アルコールや薬物などで
困っている人、ひきこもりで困って
いる人や家族など
問保健福祉部　保健課　☎ 63-2782

専門家（臨床心理士）が、心の悩み、
不安などの相談に応じます。▲

日時：12/21 ㈪　① 13:00 ～
　② 14:00 ～  ③ 15:00 ～▲

場所：えぽか　2階　相談室 4▲

申込：完全予約制。事前に電話でお
　申し込みください
問保健福祉部　保健課　☎ 63-2782

▶日時：①令和 3年 1月 13日㈬
　　　　②令和 3年 1月 25日㈪　
　いずれも 13:30 ～ 14:30
▶場所：えぽか　1階　健康増進広場
▶内容：ストレッチと筋力アップト
　レーニング
▶準備物：飲み物、ヨガマット (貸し
　出しはしません )、マスク
▶定員：各 20人 ( 申込順 )
▶受付：12 月 16 日㈬から保健福祉
部　保健課へご連絡ください
▶その他：マスクの着用をお願いしま
す。体調不良時はご遠慮ください
問保健福祉部　保健課　☎ 63-2782

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ
オ
ナ
ミ
㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小
山
設
備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ
カ
マ
ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本
宮
設
備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三
和
設
備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

心の悩み、ご相談を！
こころの相談室

相談

ボディリメイク
スクール

健康

きぼうホットライン
を実施しています

相談

pick upinformation navi

次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以後の最初の 3月 31 日
までの間にある人（心身に一定の障害があるときは 20歳未満））を監護し
ている母、監護しかつ生計を同じくする父、または父母に代わってその児
童を養育している人に手当が支給されます。

ご存知ですか？児童扶養手当

pick upinformation navi

過去に「認知症サポーター養成講座」
を受講された皆さんへ　

認知症予防検査 (ファイブコグ検査 )をしませんか？　

市では平成 18年より、さまざまな団体やグループを対象に「認知症サポーター養成
講座」を開催し、これまで約 3,000 人に受講いただいています。
認知症サポーターは、認知症について正しく理解し、認知症の人やその家族を温かく
見守り、支援する応援者です。何か特別なことをする必要はありませんが、一歩進み、
ご自分の家の近所に住む認知症の人を見守るボランティア活動をする人も、全国で
増えています。過去に認知症サポーター養成講座を受講し、このような活動を希望
される人は、地域包括支援センターへご連絡ください。名簿登録をさせていただき、
近所にボランティアを必要とする人がいた場合に、見守り活動の相談をします。

▲

対象：今年度 65歳、70歳、75歳、  80 歳、85歳の人
　※２回とも参加できる人 (先着 30人 )▲

日時と内容
【１回目】令和 3年 1月 15日㈮ 14:00 ～ 15:30
　　　　  ①検査の説明　②検査の実施（約 45分間）
【２回目】令和 3年 1月 29日㈮ 14:00 ～ 15:30
              ①検査結果の返却と見方　②認知症や転倒予防のための運動と講話▲

場所：えぽか　1階　健康増進広場▲

持ち物：筆記用具、眼鏡（必要な人）▲

参加費：無料▲

申込期限：令和 3年 1月 8日㈮▲

申込先：下記お問い合わせ先へお申し込みください

上記２点に関するお問い合わせは
問本宮第一地域包括支援センター（本宮・高木）　☎ 24-6220
本宮第二地域包括支援センター（青田・荒井・仁井田・岩根・関下）　☎ 34-3344
白沢地域包括支援センター（和田・糠沢・白岩・長屋・稲沢・松沢）　☎ 24-5131

pick upinformation navi

年末年始の交通事故防止運動を実施！
12 月 10 日㈭から令和 3年 1月 7日㈭までの期間、年末年始の交通事故防止県
民総ぐるみ運動を実施します。この時期は日没時間が早まり、高齢歩行者が被害
に遭う重大事故が多発する傾向にあります。ドライバーや歩行者の皆さんなど、
一人一人が交通ルールを守り、マナー向上を心掛け、交通事故をなくしましょう。
▶運動の重点項目
①道路横断中の交通事故防止　
②高齢者の交通事故防止
③夕暮れ時や夜間の交通事故防止 (特に、反射材用品などの活用の推進 )
④全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底
⑤飲酒運転の根絶と飲酒が関与する交通事故の防止
問市民部　防災対策課　☎ 24-5366　　白沢総合支所　市民福祉課　☎ 44-2114
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〒969-1126　福島県本宮市本宮字馬場 98
☎0243-34-2203　FAX 0243-34-1831

アマビエの上生菓子
　好評発売中！

営業時間：【火～土】8:00~18:45 【日】8:00~18:00
定休日：毎週月曜日（祝日の場合翌日）

冬季は日没時間と夕方の交通量が増加
する時間帯が重なることで、交通事故
の危険性がより一層増加します。ドラ
イバーの皆さんは、車のライトを早め
に点灯し、安全運転を心掛けましょう。
①午後４時を目安に早めにライトを点
　灯しましょう
②ライトの小まめな上下切替をしま
   しょう
③歩行者や自転車は、反射材用品や懐
　中電灯などを活用しましょう
問市民部　防災対策課
　☎ 24-5366
　白沢総合支所　市民福祉課 
　☎ 44-2114

老朽や腐食などによって宅内の配水管
に亀裂が生じ、少しずつ広がっていき
ます。そして少しずつ漏水の量が増え
て、水道料金が高くなってしまいます。
昨年同時期と比較して「高いな」と感
じたら、本宮市指定店（給水装置工事
業者）に連絡して点検してください。
放置すると水資源が無駄になるだけで
なく、大規模漏水を誘発する可能性が
あります。
まず下記に該当する場合は漏水を疑っ
てください。
・水道料金が徐々に高くなっている
・宅地がいつも湿っている
・キッチンや洗面台が湿っている
次に宅内にある量水器（メーター）を
確認してください。
・蛇口を閉めてパイロット（銀色の円
  盤）が回っていたら漏水です
問建設部　上下水道課　☎ 24-5411

pick upinformation navi

問財務部　税務課　☎ 24-5346

固定資産税（償却資産）の申告が始まります
償却資産の所有者は毎年１月１日現在所有している資産の申告が必要です。
償却資産とは事業を営んでいる法人や個人が、その事業のために所有して
いる土地や家屋以外の事業用資産（機械、器具、構築物など）のことです。

令和 3年 1月 1日現在、本宮市内に土
地および家屋以外の事業用の償却資産
（市内で貸し付けしている資産も含む）
を所有している法人または個人

・前年中に資産の増減がない場合
・該当資産を所有していない、しなくなった場合
・廃業、閉鎖などにより該当資産を所有しなくなった場合
・他市への移転などにより本宮市内に資産が存在しなくなった場合

対象者
令和3年 1月４日㈪～２月１日㈪
※土曜、日曜および祝日を除く

申告期間

次のような場合も申告が必要です

申告方法
持参または郵送で提出してください。なお、令和２年中資産を所有してい
た人には12月下旬に申告用紙を郵送します。新たに申告する人や申告用紙
が届かない人は財務部　税務課　資産税係へご連絡ください。

※制度の詳細については、右記QRコードか
ら中小企業庁ホームページおよび市のホー
ムページをご確認ください

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う
令和３年度固定資産税の軽減措置について
新型コロナウイルス感染症の影響で事業収入が減少している中小企業・小
規模事業者の税負担を軽減するため、事業用家屋および償却資産に対する
令和３年度固定資産税を軽減します。

申告方法
１．認定経営革新等支援機関等※の確認
市に提出する申告書類一式 (下記ホームページをご確認ください )の内容につ
いて、事前に『認定経営革新等支援機関等』の確認を受ける必要があります

２．市へ申告書類の提出
『認定経営革新等支援機関等』に確認を受けた書類一式を市へ持参または
郵送で提出してください

※『認定経営革新等支援機関等』とは、認定経営革新等支援機関の認定を受けて
　いる者のほか、認定を受けていないが、記載事項の確認ができる税理士や公認
　会計士などを含みます

令和２年２月から 10月までの任意の連
続する３カ月間の事業収入が、前年同期
と比べ 30％以上減少している中小企業・
小規模事業者

対象者
令和 3年 1月 4日㈪～ 2月 1㈪
申告期間

財務部　税務課　資産税係
提出先

軽減率
条件 軽減率

事業収入の減少率が 30％以上 50％未満の場合 2 分の 1
事業収入の減少率が 50％以上の場合 全額

それ、漏水かもしれま
せん

暮らし

ＰＭ４ライトオン運動
暮らし

中小企業庁HP 本宮市HP

TOTOリモデルクラブ

もとみや　おおたま　にほんまつ　みはる　上下水道工事指定店

33-5242

水まわりのトラブル 不便解消 修繕
リフォーム 配管 快適生活

株式
会社
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冬の期間中は、灯油などの油類が漏れ
出し、河川などに流出する事故に注意
が必要です。
灯油などが河川へ流出した場合、火災
の危険はもちろんのこと、魚をはじめ
とする水生生物に影響があるほか、川
の水を利用している人や周辺住民にも
油の臭いなどで多大な迷惑をかけるこ
とになります。灯油などが流出したり、
流出を見つけたら、下記に連絡をお願
いします。
【流出事故の原因はうっかりミスが大半】
▶給油中にその場を離れ、灯油缶から
　灯油をあふれさせてしまった
▶ホームタンクの栓をしっかり閉めて
　いなかったため、灯油が漏れ出した
▶ホームタンクの配管などが劣化して
　いたため、灯油が漏れ出した
※流出した場合、水道、農業用水、工
　業用水などの取水停止を行う場合が
　あります
※水質事故の回収・処理に要した費用
　は、原因者の負担となります
【事故防止のためにできること】
▶給油時にはその場を離れない
▶ホームタンクの栓の閉め具合を確認
　する
▶ホームタンクなどの灯油の貯蔵設備
　点検を定期的に行う
問市民部　生活環境課　☎ 24-5362
　安達地方広域行政組合消防本部　
　南消防署　☎ 33-2875

　　　　　　　　　　

令和元年東日本台風により被災した家
屋について、二次災害の防止や被災さ
れた皆さんの生活再建支援を目的に、
全壊・大規模半壊・半壊の判定を受け
られた人からの申請により、市で解体
撤去事業を実施しています。
家屋解体を希望され、未申請の人は期
限までにお手続きをお願いします。
▶申請期限：12/25 ㈮
問市民部　生活環境課　☎ 24-5362

現在、福島県では「もったいない！食
べ残しゼロ推進運動」を実施していま
す。これは食材を無駄なく使い切り、
おいしく食べきろうという運動です。
　「すべてに感謝！食べ残しゼロ」
皆さんで実施し、もったいない食品ロ
ス※を減らしましょう！
※食品ロスとは…まだ食べられるの
に、廃棄される食品のことです

問市民部　生活環境課　☎ 24-5362

タンクからの流出事故
にご注意！

暮らし

美容室 イノセント

本宮市本宮字舘町 199-1 毎週水曜定休 

ご来店時にはマスクの着用をお願いします☎0243-34-6030

☝
感染予防対策中！！

食べ残しゼロ推進運動
～食べ残しを減らそう～

暮らし

令和元年東日本台風にかかる
家屋解体の申込締切について

暮らしpick upinfo navi

ごみの収集を行います
1 月 11日㈪ 成人の日
通常通り、ごみの収集を行います。
ただし、もとみやクリーンセンター
への個人搬入はできませんのでご
注意ください。

ごみの収集を休みます
12 月 29日㈫～ 1月 3日㈰
ごみステーションにごみを出さない
ようご協力をお願いします。もとみ
やクリーンセンターへの個人搬入も
できませんのでご注意ください。
※年始は4日㈪からごみの収集を行います

問もとみやクリーンセンター
　☎ 33-5499
　市民部　生活環境課　☎ 24-5362
　白沢総合支所　市民福祉課 
　☎ 44-2114

への個人搬入時の注意点
ご自分でごみを持ち込まれる際は、
ごみが飛散・落下することがない
よう、シートやロープなどで防止
対策をお願いします。

pick upinformation navi

これからの季節はだんだんと寒さが増してきます。温かい部屋→寒い脱衣
所→熱い湯船など、急激な温度差で血圧が急上昇し引き起こされるヒート
ショック（脳出血や心筋梗塞など）に注意しましょう。

○高齢者である　　○肥満、睡眠時無呼吸症候群、不整脈がある
○高血圧、糖尿病、動脈硬化がある　　○飲酒後にお風呂に入ることがある

お風呂場にひそむ悪魔に注意！

下記の項目に当てはまる人は特に注意しましょう！

○入浴前に浴室、脱衣室を暖める
○一番風呂が好き⇒日中の気温が高い時間帯に
○熱い風呂が好き⇒お湯の温度は少しぬるめに
○ 30分以上お湯に漬かっている⇒長風呂は控えめに

「入浴前に、家族へ声掛け、水分補給、かけ湯をしてから入浴しよう！」

やってみよう！

問安達地方広域行政組合消防本部　南消防署　☎ 33-2875

もとみやクリーンセンター

破損や劣化がないか要チェック！

電 話 に よ る 法 律 相 談 を 行 っ て い ま す ！

火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日
弁 護 士
行 政 書 士
社会福祉士
社会保険労務士

弁 護 士
税 理 士
建 築 士
土地家屋調査士

弁 護 士
司 法 書 士

弁護士
（第 2、第 4）

弁 護 士

二本松市郭内 1-196-1
（福島県男女共生センター 4階）

弁護士、各種専門家による相談を無料で受けることができます。

ホームタンク内への
さび、水の侵入

タンクゲージの
破損

ストレーナーの
汚れ・破損
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本宮市役所      　    白沢総合支所        　　  モコ ステーション　　 白沢公民館　　　 
　えぽか　  　　　　   しらさわ夢図書館　　　  FM モットコム　　　ふれあい文化ホール
   高木公民館              しらさわカルチャーセンター

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
11/29 11/30

窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

1
令和 3・4 年度入札参
加資格審査申請の受付
開始（～ 12/25）

2 3
就職相談会
13:00 ～ 16:00

4 5

6 7
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課
特設人権相談会
10:00 ～ 15:00

8 9
ボディリメイクスクー
ル
13:30 ～ 14:30

10
１歳６カ月児健診
13:00 ～ 14:00
年末年始交通事故防止
運動⑲
（～ 1/7）

11
へそのまちまゆみちゃ
ん情報コーナー 放送
11:30 ～ 11:43
親と子の健康相談⑱
10:00 ～　10:15 ～
10:30 ～　10:45 ～

12

13 14
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

15 16 17
就職相談会⑱
13:00 ～ 16:00
アルコール家族教室⑱
13:30 ～ 15:30

18 19

20 21
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課
こころの相談室⑲
13:00 ～　14:00 ～
15:00~

22 23
3 歳児健診
13:00 ～ 14:00

24 25
へそのまちまゆみちゃ
ん情報コーナー 放送
11:30 ～ 11:43
ボディリメイクスクー
ル
13:30 ～ 14:30
家屋解体申込締切日㉑

26

27
本宮高校吹奏楽部定期
演奏会⑱ 14:00 ～

28
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

29
ごみの収集を休みます
㉑

30
ごみの収集を休みます
㉑

31
ごみの収集を休みます
㉑

1/1
ごみの収集を休みます
㉑

1/2
ごみの収集を休みます
㉑

12月のイベント情報
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お風呂・台所・トイレ・洗面台の
リフォームなら当社におまかせ！
給湯器など水道設備の修理も承ります

〒969-1124　本宮市本宮字仲町39
TEL0243 -33 -3031　FAX0243 -33 -3036

(株)小山設備

2019 年 させたい習い事

高公 白公
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9 時～ 11時 30分　14時～ 16時 30分
定期的な診察や予防接種など緊急性のない受診はご遠慮ください。

漏水当番表

日曜・休日の当番医
※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみ

5 日㈯ ㈲浜野和水道 ☎33-2788 29日㈫ ㈲浜野和水道 ☎33-2788

6 日㈰ ㈲本宮設備 ☎33-2592 30 日㈬ ㈲本宮設備 ☎33-2592

12 日㈯ オオナミ㈱
☎33-1001
☎33-2412

31 日㈭ オオナミ㈱
☎33-1001
☎33-2412

13 日㈰ ㈲光設工業所 ☎33-1895 1 月 1日㈮ ㈲光設工業所 ☎33-1895

19 日㈯ ㈱小山設備　 ☎33-3031 1 月 2日㈯ ㈱小山設備　 ☎33-3031

20 日㈰ ㈱タカマツ ☎33-5242 1 月 3日㈰ ㈱タカマツ ☎33-5242

26 日㈯ ㈲須藤住機工業 ☎48-2357 1 月 9日㈯ ㈲須藤住機工業 ☎48-2357

27 日㈰ ㈲三和設備　　 ☎44-4542 1 月 10日㈰ ㈲三和設備　　 ☎44-4542

今月の納期
　■納期限　12月 25日㈮
　・固定資産税 (3 期 )
　・国民健康保険税 (6 期 )
　・介護保険料 (6 期 )
　・後期高齢者医療保険料 (5 期 )
　・上下水道使用料 (10・11月分 )
　・下水道受益者負担金 (3期 )
　 ※新型コロナウイルス感染症の影響によ
       り、納付が困難な場合は、随時納付相
　　 談を行っていますので下記へお問い合
　　 わせください

　問財務部　税務課　☎24-5347

人口と世帯
・令和２年 11月 1日現在
本宮市現住人口・世帯数

10月の自然増減      　 -21
10 月の社会増減           25
その他職権など　　        0　
※自然増減：出生数と死亡数の差
※社会増減：転入数と転出数の差
※国・県の公表結果と異なる場合があります

総人口 30,263 人   （   4）
男性 14,935 人   （  -3）
女性 15,328 人   （   7）
世帯数 10,737 世帯   （   7）

カ
ッ
コ
内
は

前
月
比

交通事故発生状況
・令和2年 10月 1日～ 10月 31日

郡山北警察署本宮分庁舎より
カッコ内は１月からの集計

件数 死者 傷者
本年   4（62）  0（ 0）    5（75）
前年   4（59）  0（ 1）    5（69）
増減   0（ 3）  0（-1）    0（ 6）

12
月
6
日
㈰

渡辺医院【小児】
（二本松市正法寺町） ☎62-3000

12
月
31
日
㈭

佐久間内科小児科医院
【小児】（二本松市本町） ☎22-0570

（医）辰星会　枡病院
（二本松市本町） ☎22-2828 二本松市岩代国保診療所

（二本松市百目木） ☎56-2461

ー 池田眼科医院【眼】
（本宮市本宮字仲町） ☎34-4100

12
月
13
日
㈰

（医）森小児科医院【小児】
（二本松市郭内） ☎22-3215

1
月
1
日
㈮

土川内科小児科【小児】
（二本松市槻木） ☎22-6688

（医）静心会　斎藤医院
（二本松市若宮） ☎22-0036

整形外科内科リウマチ科　
小林医院（二本松市根崎） ☎22-0682

ばばクリニック【耳】
（二本松市油井） ☎24-7122

（医）落合会　東北病院
【精神】（本宮市青田） ☎33-2588

12
月
20
日
㈰

和田医院【小児】
（二本松市小浜） ☎55-2303

1
月
2
日
㈯

（医）渡辺クリニック
【小児】（本宮市高木） ☎34-3311

独立行政法人地域医療機能推進機
構　二本松病院（二本松市成田町）☎23-1231

（医）安斎内科胃腸科医院
（二本松市若宮） ☎22-3001

やなぎほり皮膚科クリニッ
ク【皮膚】（本宮市高木） ☎24-1028 さくらクリニック

（二本松市藤之前） ☎62-3931

12
月
27
日
㈰

（医）佐藤内科胃腸科医院
【小児】（二本松市油井） ☎22-0174

1
月
3
日
㈰

（医）よしだこどもクリニッ
ク【小児】（本宮市高木） ☎34-6418

いしわたクリニック
（本宮市荒井） ☎63-2826 二本松ウイメンズクリニッ

ク（二本松市亀谷） ☎24-1322

ー （医）しかの眼科【眼】
（二本松市油井） ☎62-2520

12
月
30
日
㈬

（医）社団法人実生会　土川産婦
人科医院【小児】（二本松市松岡）☎22-0035 1

月
10
日
㈰

（医）上遠野内科医院【小児】
（本宮市本宮字荒町） ☎33-5866

しんいち内科
（二本松市油井） ☎24-8420 （医）辰星会　枡記念病院

（二本松市住吉） ☎22-3100

（医）慈久会　谷病院
（本宮市本宮字南町裡） ☎33-2721 ー

◎夜間（18時～翌日 8時） ●休日（8時～翌日 8時）休日・夜間の救急医療機関

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治
療を必要とする重症救急患者の医療確保を目的
に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制で
診療にあたるものです。診察については、事前に
病院へお問い合わせください。

枡記念病院　☎ 22-3100　枡病院　☎ 22-2828　
谷病院　☎ 33-2721　二本松病院　☎ 23-1231

月 12 月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

曜　 日 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木
枡記念病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ●

枡 病 院 ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ● ●

谷 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ●

二本松病院 ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

月 1月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜 　 日 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金
枡 記 念 病 院 ● ◎ ● ◎

枡 病 院 ● ◎ ◎

谷 病 院 ◎ ◎ ● ◎

二 本 松 病 院 ● ◎ ◎ ◎

定住促進住宅の募集

住宅名：本宮市定住促進住宅「サン・コー
ポラスしらさわ」
所在地：本宮市糠沢字小田部19番地１
建設年：平成６年
※入居を希望される人は、入居基準の確認
　および必要書類の提出が必要ですので、
　下記へお問い合わせください
※なお、市営住宅の募集は行っていません

問建設部　建設課　☎24-5393

階 募集
戸数 間取り 家賃（月額）駐車場使用料（月額）

5階 2
6畳 2室､
4.5畳 1
室､ DK

3 万円

2千円
/台

4階 2 3万 4千円
3階 2 3万 8千円
2階 1

4万円
1階 1

修繕受付時間　8時 30分～ 17時
上記以外の時間帯は、メーターボックス内の水抜栓で仮止めしてください。



冬期間中の市民の皆さんへのお願い

11 月 15日に開催された「第 32回ふくしま駅伝」の様子は、1月号でご紹介します。お楽しみに♪

道路の除雪作業にご協力を

道路沿いにお住まいの皆さんへ

出入口の除雪は各戸の協力で！ 路上駐車は絶対やめて！

消火栓や防火水槽の除雪は皆さん
の協力で！

除雪作業中の一時通行止めにご理解を

道路に雪を捨てないで！

通行は歩行者を優先的に

側溝のふたはきちんと閉めて！

除雪直後の道路は滑りやすいので、
ご注意を

ドライバーの皆さんへ

水道管の凍結・破損防止のため、防寒を

発砲スチロール
や布類

※電熱線を巻く方
　法もあります

ビニールテープ

保温材 (発砲スチロールや布など )

水道メーター

《防寒の仕方》凍結の恐れのあるところでは、電熱線を巻くなどして、
水道管やメーター器を寒さから守る処置をしてください。

◆ 万一、水道管が破裂してしまったら…
水道メーターボックス内の水抜きバルブを閉め、本宮市
指定の水道工事業者に修理を依頼してください。
※メーター器が破損した場合は、水道使用者のご負担で修理
となりますのでご注意ください

早めの対策を
お願いします！

　建設部　上下水道課　☎ 24-5411問

降雪時には除雪作業を行います。作業上、各戸の出入
り口に雪が残る場合があります。出入り口や車庫前の
除雪は各家庭でお願いします。

路上駐車は除雪作業の妨げとなり、多くの人の迷惑と
なります。絶対にやめましょう。

消火栓・防火水槽はいつでも使用できるよう、あらか
じめ除雪を行い確認しましょう。

除雪作業の危険防止や効率的な作業のため、除雪中の
区間を通行止めにすることがありますのでご協力をお
願いします。

道路への排雪は、路面凍結や路面が凸凹状になり交通
事故の原因となります。絶対にしないでください。

雪道は特に道路幅が狭くなります。歩行者に配慮した
車の運転をお願いします。

ふたの開けっ放しは除雪の妨げとなり、歩行者にも危
険です。開けたら忘れずに閉めましょう。

除雪車が通った直後の道路は、滑りやすくなっていま
す。安全運転を心掛け、歩行する場合も転倒に注意し
てください。

建設部　建設課　☎ 24-5392 ／白沢総合支所　産業建設課　☎ 44-2115
《県道の場合》二本松土木事務所　☎ 22-1151
問

マチを好きになるアプリ
ダウンロードはこちらから

右のQRコードからダウンロードできるアプリ「カ
タログポケット」では、音声読み上げのほか、さ
まざまな言語で広報もとみやをご覧いただけます。 Google Play 版 App Store 版

スマホへ広報紙を配信

【
編
集
・
発
行
】
本
宮
市
　
総
務
政
策
部
　
秘
書
広
報
課

〒
969－

1192　
福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
212番

地
☎
0243‒24‒5332

FAX
0243‒34‒3138

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
https://w

w
w.city.m

otom
iya.lg.jp

E-m
ail　

info@
city.m

otom
iya.lg.jp

2
0
2
0

D
ec.

o.167 12

特
集
①

令
和
２
年
度
本
宮
市
表
彰
式
な
ら
び
に
感
謝
状
贈
呈
式

特
集
②
令
和
２
年
度
上
半
期
財
政
運
営
状
況
お
よ
び
市
の
職
員
給
与
と
職
員
数
の
状
況

特
集
③
第
３
波
襲
来
注
意
‼
新
型
コ
ロ
ナ
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
戦
い
方
は
同
じ
！




